
オカバンゴ湿地帯・モレミ野生動物保護区

オカバンゴ湿地帯は、世界最大の内陸デルタと言われている。湿地帯の水はカラハリ砂漠に流れ込み、乾いた大地と湿った大地が
出会い、息を飲むようなコントラストを作り出し、「カラハリの宝石」と呼ばれている。
また、オカバンゴ湿地帯の約3分の1がモレミ野生動物保護区とされている。ここでは、多種類の野生動物が見られ、ゾウもたくさんいる
バッファロー、キリン、ライオン、ヒョウ、チーター、ハイエナ、ジャッカル、リカオン、アンテロープ類、水鳥などが住んでいる。
湿地帯でのサファリは、モコロという丸木船を使う。睡蓮やパピルスの繁る湿原の水面を静かに音も立てずに軽やかに進む感触は
他ではなかなか味わえないだろう。ただし、カバやワニのいるところでは危険なので行わない。
オカバンゴ湿地帯の西に位置するツォディロ・ヒルズは、2001年に世界遺産に指定された。ツォディロ・ヒルズは、そこに暮らす部族に
とって「聖なる地」。また、動物・幾何学模様・人間などを描いた、先史時代の岩壁画がおよそ400点見つかっており、研究者の興味
を引くとともに旅行者にも人気の場所となりつつある。
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　　カカナカ　エリア
デルタに近い湿潤なエリア。動物
も豊富で乾季には多くの動物が
集まるとともに、リカオン、チーター
に出会える可能性もある。
近くのラグーンは水鳥の宝庫で大
きなコロニーがあり、ボートサファリ
で訪れることが出来る。

　　クワイ川　エリア
他のエリアより比較的乾
燥しているので、年間を
通じて動物が豊富。

　　チーフズアイランド　エリア
乾燥した疎林とサバンナが広がる大きな島
で、動物が豊富なエリア。湿原は少なく、車
によるサファリのみ。
ここの北部にあるモンボキャンプ周辺でリカオ
ンの記録映画が作成された。
他にも、ライオン、チーター、ヒョウ、サーバ
ル、ワイルドキャット、シベットなども普通に見
られる。

　　パンハンドル エリア
年間を通じて水量が豊富
で、魚も多いのでいくつもの
村落が点在する。動物は少
ない。
フィッシングやバードウォッチン
グにはここがお勧め。
また、各ロッジではブッシュマ
ンの聖地、ツォデロヒルズへの
ツアーを催行してくれるところ
もある。

ツォディロヒルズ


